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第38号

長
のA

run
M
itra

（
ア
ル
ン
・

ミ
ト
ゥ
ラ
）
・
Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
事
務

局
長
が
「
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
デ

リ
ー
ま
で
」
と
題
し
て
報
告
し

た
。２

日
目
の
昼
の
指
定
報
告

（Presentation

）
で
は
、
イ
ン

ド
国
内
のJadugoda

（
ジ
ャ

デ
ゥ
ゴ
ラ
）
ウ
ラ
ン
鉱
山
周
辺

の
住
民
の
健
康
状
態
（
健
康
被

害
）
に
つ
い
て
、
詳
し
い
報
告

３
月
９
日
か
ら
３
日
間
、
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際

医
師
会
議
）
第
18
回
世
界
大
会

は
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
市
内
の
Ｖ

Ｐ
　
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
開
か
れ

た
。
反
核
医
師
の
会
か
ら
、
医

学
生
３
人
を
含
む
21
人
の
代
表

団
（
通
訳
、
事
務
局
含
む
）
が

参
加
し
た
。
大
会
に
は
各
国
か

ら
延
べ
６
０
０
人
（
58
カ
国
）

が
参
加
し
た
。

世
界
大
会
は
「
核
兵
器
廃
絶

に
む
け
た
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

挑
戦
と
好
機
」
な
ど
５
つ
の
テ

ー
マ
で
の
全
体
会
を
は
じ
め
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
分

科
会
が
行
わ
れ
た
。

初
日
の
開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
イ
ン
ド
のH

am
id
A
nsari

（
ハ
ミ
ッ
ド
・
ア
ン
サ
リ
）
副

大
統
領
が
演
説
し
、「
イ
ン
ド

は
暴
力
の
な
い
世
界
、
核
兵
器

の
災
害
の
な
い
世
界
を
熱
望
し

て
い
る
」
と
述
べ
、「
会
議
の

テ
ー
マ
『
平
和
、
健
康
そ
し
て

発
展
』
は
時
を
得
た
も
の
で
あ

り
会
議
の
す
べ
て
が
成
功
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」と
結
ん
だ
。

ま
た
、
世
界
大
会
を
準
備
し
た

Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
（
平
和
と
発
展
の
た

め
の
イ
ン
ド
医
師
の
会
）
のM

N
ara

Singh

副
会
長
が
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
支
援
の
も
と
で
平

和
・
健
康
・
発
展
を
め
ざ
す
医

師
の
運
動
の
発
展
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
ま
た
、
大
会
事
務
局

実
行
委
員
会
で
は
、
主
務
地

と
な
る
石
川
の
反
核
医
師
の
会

世
話
人
会
で
協
議
し
て
き
た
内

容
と
経
過
を
報
告
。
北
陸
３
県

が
協
力
し
て
実
行
委
員
会
の
体

制
を
整
え
る
こ
と
を
確
認
し
、

企
画
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

今
年
の
つ
ど
い
は
11
月
22

日
、
23
日
の
両
日
、

兼
六
園
や
金
沢
城
を

臨
む
金
沢
の
中
心
地

で
開
催
す
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
、「
北
陸
か
ら
発

信
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

な
く
し
ま
っ
し
　
核

兵
器
」
と
す
る
予

定
。第

18
回
の
つ
ど

い
の
記
念
講
演
で

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
オ
ー

第
19
回
「
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
の
第
１
回
実
行
委
員
会
が
、

北
陸
3
県
の
各
代
表
と
事
務
局
の
出
席
の
も
と
3
月
11
日

に
発
足
し
た
。

ス
ト
ラ
リ
ア
支
部
長
の
テ
ィ
ル

マ
ン
・
ラ
フ
氏
が
提
案
し
た

「
核
は
廃
絶
で
き
る
　I

can,
You

can,W
e
allcan

」
を
受

け
て
、
核
兵
器
廃
絶
条
約
の
実

現
を
め
ざ
す
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
日
本
に
も

広
め
、
定
着
さ
せ
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
た
。
今
回
の

つ
ど
い
を
、
核
兵
器
廃
絶
を
め

ざ
し
た
草
の
根
運
動
（
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
運
動
）
に
学
び
、
各
地
に
広

げ
る
機
会
と
し
た
い
。

ま
た
、
原
爆
症
認
定
制
度
が

４
月
か
ら
新
基
準
で
運
用
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、

つ
ど
い
の
開
催
時
期
に
は
新
基

準
の
問
題
点
が
洗
い
出
さ
れ
て

い
る
は
ず
。
新
基
準
の
評
価
や

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
企
画
に

盛
り
込
む
予
定
。
こ
の
他
つ
ど

い
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
市
民

参
加
型
の
企
画
の
準
備
も
進
め

て
い
る
。

ご
承
知
の
と
お
り
金
沢
は
、

金
沢
城
と
兼
六
園
を
中
心
に
武

家
屋
敷
跡
や
茶
屋
街
な
ど
が
建

ち
並
ぶ
加
賀
百
万
石
の
城
下

町
。
一
方
で
、
旧
日
本
陸
軍
の

第
９
師
団
が
置
か
れ
、
７
３
１

部
隊
と
も
縁
が
深
く
負
の
遺
産

が
残
る
。
さ
ら
に
石
川
県
に
は

志
賀
原
発
、
福
井
県
に
は
「
原

発
銀
座
」
と
呼
ば
れ
る
程
の
原

発
と
関
連
施
設
の
林
立
地
域
が

あ
る
。
つ
ど
い
開
催
に
際
し
て

は
こ
れ
ら
が
多
く
の
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
今
年
も

多
数
の
参
加
者
を
期
待
し
て
い

る
。

が
行
わ
れ
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
映
し
出

さ
れ
る
現
地
の
状
況
に
関
心
が

集
ま
っ
た
。

最
終
日
に
はA

n
b
u
m
an
i

R
am
adoss

（
ア
ン
ブ
マ
ニ
・

ラ
マ
ド
ス
）
イ
ン
ド
労
働
保
健

大
臣
が
出
席
し
、演
説
を
行
い
、

核
兵
器
国
の
核
兵
器
使
用
の
危

険
だ
け
で
な
く
、
テ
ロ
リ
ス
ト

や
そ
れ
以
外
の
非
国
家
主
体

（non-state-actors

）
の
手
に

落
ち
る
危
険
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
。

最
後
に
、
会
議
は
第
19
回
世

界
大
会
を
２
０
１
０
年
８
月
25

日
か
ら
30
日
ま
で
、
ス
イ
ス
・

バ
ー
ゼ
ル
市
で
行
う
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
３
面
に
参
加
者
の
感
想
、「
デ

リ
ー
宣
言
」）

「
愛
媛
反
核
医
師
の
会
」
は

２
０
０
２
年
の
結
成
以
来
①
年

２
〜
３
回
の
世
話
人
会
②
「
全

国
反
核
医
師
の
集
い
」
へ
の
代

表
派
遣
と
そ
の
報
告
、
の
２
つ

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
２
０

０
７
年
も
２
回
の
世
話
人
会
開

催
と
京
都
の
集
い
へ
１
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。

６
月
伊
予
市
で
の
「
原
水
禁

四
国
大
会
」
で
は
原
爆
症
認
定

大
阪
訴
訟
証
人
の
郷
地
先
生
の

講
演
が
あ
り
、「
原
爆
症
―
罪

佐
々
木
先
生
と
の
最
初
の
出

会
い
は
、
１
９
９
６
年
（
？
）

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
だ
私

が
反
核
医
師
の
会
で
の
活
動
を

は
じ
め
た
頃
、
全
国
反
核
医
師

の
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
会
場
で
出
会
い
ま
し
た
。
ま

だ
、
佐
々
木
先
生
の
こ
と
を
全

く
知
ら
ず
、
あ
る
分
科
会
で
先

生
が
発
言
さ
れ
、「
鋭
い
指
摘

だ
な
、
目
も
鋭
い
人
だ
な
」
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
で

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
医
学
生

が
参
加
し
、
東
京
か
ら
は
、
青

年
医
師
や
医
学
生
の
参
加
が
多

く
、
佐
々
木
先
生
は
そ
れ
に
つ

い
て
も
発
言
さ
れ
、
今
後
の
発

展
の
た
め
に
は
後
継
者
対
策

を
、と
発
言
も
な
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
の
ち
に
私
が
福

岡
民
医
連
に
移
籍
を
し
、
あ
る

日
、
食
堂
で
お
昼
を
食
べ
て
い

る
と
「
お
お
、
来
た
ね
」
と

佐
々
木
先
生
が
声
を
か
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。「
こ
っ
ち
で
も

（
反
核
医
師
の
会
）
や
ら
ん
か

ね
、
ぜ
ひ
、
会
議
に
出
て
よ
」

と
誘
わ
れ
、
福
岡
反
核
医
師
の

会
の
会
議
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
福
岡
反
核
医
師

の
会
で
も
い
つ
も
先
生
は
、
後

継
者
を
作
っ
て
い
く
事
の
大
切

さ
や
こ
の
運
動
を
広
げ
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
誰

も
が
気
軽
に
反
核
・
平
和
に
つ

い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
語
り

か
け
て
い
ま
し
た
。

北
京
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
ア
ジ

ア
国
際
会
議
に
一
緒
に
参
加
し

た
こ
と
は
と
て
も
印
象
深
い
思

い
出
で
す
。
多
く
は
語
ら
な
い

先
生
で
し
た
が
、
対
外
的
な
発

言
で
は
、
真
正
面
か
ら
鋭
く
発

言
さ
れ
、
私
た
ち
の
立
場
や
主

張
を
述
べ
る
大
き
な
存
在
で
し

た
。
私
は
そ
れ
に
甘
え
、
日
常

診
療
に
追
わ
れ
、
会
の
活
動
に

も
な
か
な
か
出
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
た
時
に
も
、
病
院
で
会
う

と
、
手
を
あ
げ
て
挨
拶
を
し
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
一
緒
に
活
動
で
き
る
と
信
じ

て
い
た
の
で
す
が
、
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。総
会
の
時
に
歌
う
、

『W
e
shall

overcom
e

』
。

佐
々
木
先
生
の
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

力
不
足
で
す
が
、
佐
々
木
先

生
の
反
核
へ
の
想
い
を
少
し
で

も
共
有
で
き
た
友
人
と
し
て
、

そ
の
意
志
を
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
き
人
の
灯
を
継
い
で
」（
郷

地
秀
夫
、か
も
が
わ
出
版
）、「
真

実
を
聞
い
て
く
れ
。
俺
は
劣

化
ウ
ラ
ン
を
見
て
し
ま
っ
た
」

（
湾
岸
戦
争
帰
還
元
米
兵
デ
ニ

ス
・
カ
イ
ン
、
日
本
評
論
社
）

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

７
、
８
月
に
は
映
画
「
ナ

ガ
サ
キ
１
９
４
５
ア
ン
ゼ
ラ

ス
の
鐘
」
上
映
会
が
松
山
、

新
居
浜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
地
域
の
市
民
運
動
と

し
て
実
行
委
員
会
が
結
成
さ

れ
、
両
会
場
と
も
親
子
連
れ

な
ど
約
７
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
反
核
医
師
の
会
員

も
実
行
委
員
会
の
中
で
役
割

を
果
し
ま
し
た
。
新
居
浜
上

映
会
の
利
益
８
万
円
は
、
イ

ラ
ク
へ
の
医
療
支
援
に
あ
て

ま
し
た
。

イ
ラ
ク
医
療
支
援
カ
ン
パ

は
９
条
の
会
主
催
の
「
高
遠

菜
穂
子
講
演
会
」
で
20
万
円
、

民
医
連
整
形
外
科
懇
話
会
で
４

万
円
な
ど
多
く
が
集
り
、JIM

-
N
E
T

（
日
本
イ
ラ
ク
医
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
通
じ
て

イ
ラ
ク
の
子
供
達
へ
送
り
ま
し

た
。
地
域
で
の
医
療
講
演
会
の

際
に
、
劣
化
ウ
ラ
ン
の
放
射
線

被
曝
で
苦
し
む
イ
ラ
ク
の
子
供

達
の
映
像
を
流
す
と
、
多
く
の

方
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
驚

か
れ
募
金
に
応
じ
て
く
れ
ま
し

た
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
真
実

を
伝
え
ね
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

11
月
23
日
き
く
ち
ゆ
み
講
演

会
「
戦
争
の
作
り
方
平
和
の
創

り
方
。
米
９
・
11
テ
ロ
に
隠
さ

れ
た
真
実
」（
松
山
80
名
、
新

居
浜
１
８
０
名
）で
は
前
座
で
、

反
核
医
師
の
集
い
京
都
の
報
告

を
行
い
、
デ
ニ
ス
・
カ
イ
ン
著

書
「
真
実
を
聞
い
て
く
れ
」
も

販
売
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
５
月
デ
ニ
ス
が

来
日
し
ま
す
。
愛
媛
県
内
の
３

市
（
松
山
、
新
居
浜
、
今
治
）

を
は
じ
め
、
関
西
・
中
四
国
中

心
に
約
10
箇
所
で
の
講
演
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
近
代
戦
湾

岸
戦
争
の
従
軍
体
験
と
劣
化
ウ

ラ
ン
被
爆
者
と
し
て
の
米
国
の

反
核
平
和
運
動
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
青
年
や
若
い
医
師
の

手
で
実
行
委
員
会
を
作
り
、
運

動
の
新
し
い
担
い
手
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
、
広
島
・

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
体
験
し

た
者
は
人
間
と
し
て
再
び
こ
の

様
な
地
獄
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
骨
身
に
し
み
、
心
に
刻
み

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
作
っ
た
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
じ
め
多
く
の

科
学
者
（
日
本
で
は
湯
川
・
朝

永
等
）
は
そ
の
廃
絶
を
強
く
訴

え
て
き
た
。

し
か
し
各
国
の
政
治
家
は
そ

れ
を
嘲
笑
う
様
に
核
兵
器
の
恐

ろ
し
さ
を
弄
ん
で
い
る
様
に
見

え
る
。

こ
の
国
で
も
既
に
戦
後
63
年

を
経
て
大
多
数
の
人
々
は
戦
争

の
現
実
を
知
ら
ず
、
溢
れ
ん
ば

か
り
の
物
の
豊
富
な
生
活
に
ひ

た
り
、
楽
し
み
を
求
め
、
戦

争
・
核
兵
器
な
ど
他
人
の
絵
空

事
の
様
に
感
じ
て
い
る
節
さ
え

あ
る
。

更
に
一
部
の
政
治
家
は
、
こ

の
国
の
安
全
を
守
る
為
に
は
核

装
備
が
必
要
で
あ
る
と
蠢
い
て

い
る
。

１
９
８
０
年
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
が

結
成
さ
れ
、日
本
に
も
入
っ
た
。

創
始
者
で
あ
るB

a
rn
a
rd

Low
n

教
授
が
医
学
講
演
に
来

日
さ
れ
、
日
医
ニ
ュ
ー
ス
で
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
必
要
性
を
訴
え
各

県
に
理
解
さ
れ
た
。

岩
手
県
で
は
１
９
８
９
年
、

全
国
30
番
目
の
支
部
が
発
会
し

た
。当
時
非
常
に
盛
り
上
が
り
、

翌
年
に
は
会
員
数
１
６
７
名
に

な
り
講
演
会
、被
爆
者
の
証
言
、

ジ
ョ
ン
・
オ
ダ
ネ
ル
被
爆
写
真

展
、
県
内
他
団
体
と
の
協
力
に

よ
る
映
画
会
、
地
域
集
会
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
･
ソ
ウ
ル
大
会

出
席
、
岩
手
医
大
生
を
伴
っ
て

の
ア
ジ
ア
地
域
会
議
（
長
崎
）

参
加
等
、
活
発
に
活
動
し
て
き

た
。そ
れ
が
事
務
局
長
の
死
去
、

事
務
局
員
の
病
気
休
職
が
重
な

り
、
２
０
０
０
〜
２
０
０
５
年

休
会
の
や
む
な
き
に
陥
っ
た
。

２
０
０
６
年
に
至
り
事
務
局

に
適
材
を
得
て
活
動
再
開
に
こ

ぎ
つ
け
た
が
、
会
員
の
老
齢
化

が
進
み
、
次
世
代
の
無
関
心
さ

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
第
18
回
大
会
に

58
カ
国
６
０
０
名
が
参
加

イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る

なくしまっし　核兵器！
11月に第19回反核医師・医学者のつどいを

石川県で開催

愛
媛
反
核
医
師
の
会

2
0
0
7
年
の
活
動

曽
根
康
夫

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

―
岩
手
か
ら
の
報
告
―

中
島
達
雄

デニス・カイン氏（左）と筆者

「
平
和
・
健
康
そ
し
て
発
展
」
を
テ

ー
マ
に
３
月
９
日
か
ら
３
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

佐
々
木
秀
隆
先
生
を
偲
ん
で

福
岡
・
千
鳥
橋
病
院
　
角
銅
し
お
り

2008年度会費納入のおねがい
会員各位

日頃のご奮闘に心から敬意を表します。

さて、「反核医師の会」では今年も第19回つどい開催のほか、20周年記念事業の準備を進

めています。つきましては会の財政基盤の安定のためにも、2008年度の会費納入を同封の

払込取扱票にてお支払いくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

なお、すでに納入済みの場合等、行き違いがあった場合は、ご容赦下さい。

◇団体会員（各県の「反核医師の会」などの団体） 一口 10,000円
◇個人会員（医師・歯科医師、医学者） 10,000円
◇協力団体会員（全国団体） 一口 50,000円
◇賛助会員（個人会員以外の個人、医学生、団体など） 一口 1,000円

石
川
県
兼
六
園
・
こ
と
じ
灯
籠
（
上
）

昨
年
の
第
18
回
大
会
に
は
全
国
か
ら

３
３
５
人
が
参
加
し
た
（
右
）

全
国
・
常
任
世
話
人
で
、
長
年
反
核
運
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
福

岡
・
佐
々
木
秀
隆
先
生
が
今
年
１
月
７
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。75
歳
。

反
核
医
師
の
会
会
員
で
福
岡
の
角
銅
し
お
り
先
生
よ
り
、
佐
々
木

先
生
を
偲
び
、
追
悼
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

が
目
立
つ
様
に
な
り
苦
慮
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
人
類
が
生
き
残
る
為

に
世
界
中
の
膨
大
な
軍
事
費
を

核
兵
器
廃
絶
・
地
球
浄
化
に
向

け
る
時
が
来
る
迄
、
心
の
灯
を

絶
や
さ
ず
、
皆
で
連
帯
し
、
努

力
を
続
け
る
べ
き
だ
と
思
い
つ

め
て
い
る
。

松井和夫氏

アシュフォード氏

平和へのアクション101+2 戦争やテロのない世界の実現に向けて

（原書「Enough Blood Shed」メリーウィン・アシュフォード著）

松井 和夫（監訳者）

4月中旬
発行

書 評

近
年
、
紛
争
解
決
の
ノ
ー

ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
確
立
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
に
直
接
携

わ
る
者
は
、
高
度
の
知
識
や

訓
練
、
技
術
、
経
験
を
要
し
、

命
が
け
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
誰
も
が
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち

に
は
一
人
一
人
が
、
日
常
生

活
の
中
で
、
自
分
の
身
の
丈

に
合
っ
た
彼
ら
の
活
動
の
支

え
方
が
あ
る
。
今
や
、
平
和

運
動
は
、
単
に
戦
争
に
反
対

し
や
め
ろ
と
要
求
す
る
だ
け

に
は
留
ま
っ
て
い
な
い
。
戦

争
の
原
因
が
ハ
ッ
キ
リ
し
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
ハ
ッ

キ
リ
し
、
紛
争
を
解
決
す
る

運
動
、
予
防
す
る
運
動
へ
と

質
が
転
換
し
て
き
た
の
だ
。

本
書
で
は
、
以
上
の
こ
と

を
裏
付
け
る
よ
う
な
直
接
的
、

間
接
的
な
世
界
中
の
具
体
的

成
功
例
が
何
百
と
集
め
ら
れ

て
い
る
。
本
書
は
個
々
の
運

動
を
紹
介
す
る
の
が
目
的
で

は
な
い
が
、
断
片
的
な
事
実

で
は
あ
る
が
個
々
の
事
例
か

ら
、
他
者
を
、
世
の
中
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

実
感
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
命
を
か
け

て
ま
で
も
「
平
和
」
や
「
正

義
」
を
求
め
た
り
、
身
内
を

殺
し
た
相
手
を
「
許
し
、
和

解
」
し
た
り
で
き
る
、
そ
の

原
動
力
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

原
著
者
は
、
そ
れ
を
道
徳
や

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に

見
出
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
は

宗
教
を
越
え
た
物
で
も
あ
る
。

日
本
で
は
道
徳
が
常
に
支
配

者
に
都
合
よ
く
解
釈
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
言
葉
は
ど

う
で
あ
れ
、
素
直
に
我
々
が

あ
る
べ
き
姿
、「
他
者
を
思
い

や
る
」
な
ど
の
源
泉
と
し
て

の
道
徳
、
美
徳
、
モ
ラ
ル
、

倫
理
な
ど
が
、
平
和
を
説
く

と
き
最
も
大
切
な
動
機
で
あ

ろ
う
。

ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
の
イ
メ
ー

ジ
は
本
来
的
な
も
の
と
異
な

る
も
の
が
メ
デ
ィ
ア
で
垂
れ

流
さ
れ
て
い
る
が
、
欧
米
の

主
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
活
動
の
源
を

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に

求
め
て
い
る
。

翻
訳
作
業
は
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
で

あ
っ
た
が
、
予
想
以
上
に
困

難
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
本
書

を
繰
り
返
し
読
み
、
一
言
一

言
の
意
味
を
吟
味
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と

に
よ
り
何
十
倍
も
の
感
動
を

与
え
ら
れ
た
。
著
者
の
言
わ

ん
と
す
る
こ

と
が
翻
訳
本

を
通
し
て
、

伝
わ
る
こ
と

を
切
に
願
っ

て
い
る
。

かもがわ出版　2008年
定価 2,730円（本体2,600円）
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齢
は
49
歳
、
年
代
別
で
は
50
代

が
52
％
、
40
代
が
25
％
、
30
代

が
19
％
、
60
代
が
３
％
、
20
代

が
１
％
で
し
た
（
図
３
）。
自

治
体
癌
健
診
を
同
時
に
受
診
し

た
方
は
肺
癌
28
％
、
大
腸
癌

17
％
、
乳
癌
14
％
、
胃
癌
４
％

で
し
た
。
検
査
結
果
は
高
血
圧

が
男
性
24
％
、
女
性
12
％
、
肝

障
害
が
男
性
32
％
、女
性
13
％
、

高
脂
血
症
が
男
性
47
％
、
女
性

38
％
、
糖
尿
病
が
男
性
22
％
、

女
性
10
％
で
あ
り
、
人
間
ド
ッ

ク
学
会
の
全
国
集
計
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
ま
す
。
遺
伝
的
影
響

に
つ
い
て
の
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
４
％
で
し
た
。

受
診
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
健
診
内
容
に
大
変
満

足
は
８
％
、ほ
ぼ
満
足
が
61
％
。

ぜ
ひ
毎
年
受
け
た
い
は
92
％
で

し
た
。
毎
年
受
診
し
て
い
る
方

は
54
％
、
今
回
が
最
初
は
８
％

で
し
た
。
無
料
癌
健
診
に
つ
い

て
は
99
％
が
賛
成
。
医
療
費
自

己
負
担
分
補
助
は
98
％
が
賛

成
。
被
爆
二
世
手
帳
の
交
付
は

「
原
爆
症
認
定
制
度
の
見
直
し

に
当
た
っ
て
の
要
求
」
を
厚
労

相
に
提
出
し
、「
在
り
方
検
討

会
」
や
与
党
Ｐ
Ｔ
、
各
党
の
国

会
議
員
な
ど
に
様
々
な
働
き
か

け
を
行
っ
た
。

案
の
定
12
月
17
日
に
出
さ
れ

た
「
在
り
方
検
討
会
」
の
報
告

は
、
い
か
に
も
被
爆
者
の
要
求

に
応
え
た
か
の
よ
う
に
見
え
な

が
ら
、
Ｄ
Ｓ
02
と
原
因
確
率
を

基
礎
と
す
る
現
行
の
「
審
査
の

方
針
」
の
枠
組
み
を
維
持
し
、

司
法
判
断
を
真
っ
向
か
ら
否
定

し
、「
専
門
家
」
の
名
の
下
に

被
爆
者
切
り
捨
て
の
行
政
を
追

認
し
た
も
の
で
あ
り
、
被
爆
者

に
と
っ
て
は
絶
対
に
容
認
で
き

な
い
中
身
で
あ
っ
た
。
直
ち
に

被
団
協
は
抗
議
声
明
を
発
表
し

た
。12

月
19
日
に
出
た
与
党
Ｐ
Ｔ

の
と
り
ま
と
め
は
「
原
因
確
率

論
を
あ
ら
た
め
、
新
た
な
認
定

基
準
を
た
て
て
い
る
点
、
特
段

反
対
す
べ
き
事
由
が
な
け
れ
ば

合
理
的
に
推
定
し
て
原
爆
症
と

認
定
す
る
と
の
自
動
的
な
認
定

方
法
を
導
入
し
て
い
る
点
、
医

療
分
科
会
の
改
革
に
踏
み
込
ん

で
い
る
点
」
は
被
爆
者
の
要
求

の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
開

催
地
で
あ
る
イ
ン
ド
に
降
り
立

っ
た
と
き
に
は
乗
客
か
ら
拍
手

が
沸
き
起
こ
る
状
況
。
イ
ン
ド

を
訪
れ
る
こ
と
も
含
め
、
初
め

て
の
経
験
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

旅
で
し
た
。

さ
て
2
日
目
か
ら
の
参
加
に

な
っ
た
大
会
で
は
、
ま
ず
分
科

会
を
作
っ
て
発
表
し
て
い
る
学

生
た
ち
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

僕
は
「C

hallenge
of
D
rugs

for
The

Poor

」
と
い
う
、
ド

イ
ツ
学
生
が
作
っ
た
分
科
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
つ
た
な
い
英

語
力
で
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た

か
は
か
な
り
き
わ
ど
い
と
こ
ろ

で
す
が
、「
製
薬
会
社
が
特
許

を
独
占
し
て
高
い
値
段
で
薬
を

供
給
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
薬
を
必
要
と
し
て
い
る
発
展

途
上
国
の
人
々
が
苦
し
ん
で
い

る
の
は
お
か
し
い
。
製
薬
会
社

は
も
っ
と
安
く
薬
を
供
給
す
べ

き
だ
し
、
で
き
る
は
ず
だ
。」

と
い
う
想
い
は
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
海
外
の
学
生
の

プ
レ
ゼ
ン
能
力
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
は
驚
か
さ
れ

ま
す
。
自
分
も
海
外
の
人
々
と

意
見
交
流
が
で
き
る
よ
う
、
も

っ
と
英
語
を
上
達
さ
せ
た
い
と

素
直
に
思
い
ま
し
た
。

３
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
各
国
の
代
表
者
が
核
兵
器

廃
絶
に
対
す
る
考
え
や
そ
れ
に

向
け
て
の
具
体
的
な
活
動
を
発

表
し
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。核
兵
器
問
題
に
留
ま
ら
ず
、

イ
ン
ド
の
貧
困
状
況
を
切
実
と

語
っ
た
り
、
キ
ュ
ー
バ
の
医
療

支
援
の
話
な
ど
も
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
参
加
で
思
っ
た
こ
と

は
、
核
兵
器
と
い
う
の
は
人
体

に
修
復
不
能
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
実
際
問
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
平
和
に
対
す
る
脅
威
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
会
の
内
容
は
環
境
、
格

差
、
貧
困
、
差
別
な
ど
人
の
健

康
に
害
を
与
え
る
様
々
な
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
医
学

者
や
医
学
生
が
集
ま
る
こ
の
よ

う
な
世
界
規
模
の
大
会
は
他
に

知
り
ま
せ
ん
。

２
年
後
の
ス
イ
ス
で
の
世
界

大
会
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
皆
様
の
お
か
げ
で
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
今
後
の
活

動
に
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

（
金
沢
医
科
大
学
三
年
　
本
間

理
）

全
体
を
通
し
て
痛
感
し
た
の

が
、
核
問
題
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
核
の
こ
と
だ
け
考
え
て
も

だ
め
だ
と
い
う
こ
と
。
今
回
の

大
会
で
は
環
境
問
題
、
経
済
問

題
、
教
育
問
題
と
と
て
も
広
い

分
野
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

ど
れ
を
と
っ
て
も
決
し
て
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

個
人
的
に
心
を
ひ
か
れ
た
の

はJadugoda

村
の
ウ
ラ
ン
鉱

山
に
よ
る
健
康
被
害
の
問
題
で

す
。人

間
の
誕
生
と
い
う
素
晴
ら

し
い
瞬
間
を
喜
び
で
な
く
悲
し

み
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
悲
し

い
現
実
が
私
の
知
ら
な
い
所
で

今
現
在
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

私
は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
瞬

間
の
お
母
さ
ん
の
安
心
し
き
っ

た
、
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い

よ
う
な
喜
び
の
表
情
が
と
て
も

好
き
で
す
。
そ
れ
が
不
安
や
悲

し
み
に
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。研

修
の
2
年
間
を
振
り
返
る

と
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
真
剣

に
取
り
組
む
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
初
は
自
分
の
技
術
と
経
験
を

積
む
の
に
精
一
杯
で
世
界
の
出

来
事
や
国
内
の
問
題
で
さ
え
真

剣
に
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
、
世
界
に
若

い
医
師
も
同
じ
考
え
で
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
デ
イ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
を
教
訓

に
こ
れ
か
ら
は
忙
し
い
時
間
の

合
間
に
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
情
報
収
集
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
イ
ン
ド
人
に
つ
い

て
心
に
残
っ
た
話
。
大
会
期
間

核
、
環
境
、
経
済
、

教
育
　
決
し
て
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
い

中
に
偶
然
イ
ン
ド
人
の
結
婚
式

と
誕
生
会
に
出
く
わ
し
ま
し

た
。
私
た
ち
は
物
珍
し
そ
う
に

じ
っ
と
見
入
っ
た
り
カ
メ
ラ
を

向
け
た
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

愛
想
良
く
話
し
か
け
て
く
れ
、

「
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
」「
も

っ
と
写
真
を
取
っ
て
く
れ
」
と

言
っ
て
く
れ
た
り
、
誕
生
日
の

ケ
ー
キ
を
分
け
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。
喜
び
は
み
ん
な
で
祝

う
の
が
い
い
と
い
う
考
え
な
の

か
、
イ
ン
ド
人
の
フ
レ
ン
ド
リ

ー
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
関
係
が
国
と
国
の
間
で
も

す
ん
な
り
成
立
し
た
ら
と
て
も

い
い
社
会
に
な
る
の
だ
ろ
う
な

あ
と
強
く
感
じ
た
イ
ン
ド
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

今
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会

に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
募
金

に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
申
し
上
げ
ま
す
。
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
反
核
医
師
の

会
の
先
生
方
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

与
え
ら
れ
た
機
会
を
無
駄
に

し
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。

（
北
海
道
勤
医
協
中
央
病
院
2
年

目
研
修
医
　
小
泉
明
希
）

を
真
摯
に
受
け
止
め
た
も
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
被
爆
者

の
間
に
線
引
き
が
さ
れ
て
い

る
、
自
動
認
定
の
対
象
疾
病
か

ら
肝
臓
疾
患
な
ど
が
除
か
れ
て

い
る
」
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
と
被
団
協
は
指
摘
し

た
。１

月
10
日
に
原
告
団
は
「
原

告
の
決
意
と
訴
え
」
を
ま
と

め
、
11
日
に
被
団
協
と
原
告
団

代
表
が
舛
添
厚
労
相
に
要
請
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
１
月

17
日
与
党
Ｐ
Ｔ
と
り
ま
と
め
を

ベ
ー
ス
と
し
た
「
新
し
い
審
査

の
イ
メ
ー
ジ
」が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
に
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
原
因
確
率
に
よ

る
審
査
を
全
面
的
に
あ
ら
た

め
、
迅
速
か
つ
積
極
的
に
認
定

を
行
う
こ
と
と
す
る
」
と
あ

る
。
と
う
と
う
、
原
因
確
率
を

使
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

追
い
詰
め
た
の
で
あ
る
。
が

ん
・
白
血
病
・
副
甲
状
腺
機
能

亢
進
症
、
放
射
線
白
内
障
、
放

射
線
起
因
性
が
認
め
ら
れ
る
心

筋
梗
塞
に
つ
い
て
、
原
因
確
率

10
％
以
上
は
審
査
会
を
省
略
し

て
認
定
す
る
。
10
％
以
下
の
場

合
と
、
放
射
線
白
内
障
、
心
筋

梗
塞
に
つ
い
て
は
「
３
・
５
km

以
内
の
直
爆
、
１
０
０
時
間
以

内
に
約
２
km
以
内
に
入
市
、
１

０
０
時
間
以
後
に
１
週
間
以
上

爆
心
地
付
近
に
滞
在
し
た
人
」

は
積
極
的
に
認
定
す
る
と
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
の
疾
患
、
被

爆
状
況
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

個
別
審
査
の
上
総
合
的
判
断
を

行
う
と
し
て
い
る
。

厚
労
省
は
、
こ
れ
で
幕
引
き

を
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
被
爆
者
に
は
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
内

容
で
あ
る
。「
こ
れ
ま
で
の
原

因
確
率
に
よ
る
審
査
を
全
面
的

に
あ
ら
た
め
、
迅
速
か
つ
積
極

的
に
認
定
を
行
う
こ
と
と
す

る
」と
す
る
点
は
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
被
爆
者
救
済
の
理
念

が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
a
被

爆
者
の
間
に
線
引
き
が
さ
れ
て

い
る
、
s
肝
臓
疾
患
な
ど
の
疾

患
が
除
外
さ
れ
る
な
ど
対
象
疾

患
が
限
定
さ
れ
て
い
る
、
d
訴

訟
の
解
決
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
な
い
、
f
医
療
分
科
会
の

改
革
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

原
告
団
、
被
団
協
、
弁
護
団

は
引
き
続
き
厚
労
省
と
の
協
議

を
行
っ
た
が
、
厚
労
省
は
３
月

17
日
医
療
分
科
会
で
イ
メ
ー
ジ

に
基
づ
く
新
し
い
審
査
の
方
針

を
決
定
し
た
。
約
３
０
０
人
の

原
告
の
う
ち
１
０
０
人
は
認
定

さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

本
当
の
解
決
に
向
け
て
、
私

た
ち
も
力
を
合
わ
せ
て
支
援
を

し
て
ゆ
こ
う
。

（
全
国
・
常
任
世
話
人
、
２
０
０

８
年
３
月
27
日
記
）

２
０
０
３
年
４
月
17
日
に
始

ま
っ
た
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟

が
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え

て
い
る
。
一
部
で
は
、
解
決
し

た
か
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
今
ま
さ
に
た
た
か
い
の

正
念
場
で
あ
る
。

全
国
各
地
で
の
勝
訴
を
力

に
、
安
倍
前
首
相
の
認
定
基
準

見
直
し
発
言
を
引
き
出
し
た
の

は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
も

お
い
そ
れ
と
被
爆
者
の
要
求
を

丸
呑
み
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
専
門
家
に
よ
る
「
原
爆
症

認
定
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
を
招
集
し
、
小
手
先
の
見

な
お
し
で
す
ま
せ
よ
う
と
も
く

ろ
ん
だ
。
一
方
自
民
党
、
公
明

党
は
「
与
党
原
爆
被
爆
者
対
策

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
与
党
Ｐ
Ｔ
）」
で
厚
労
省

と
は
別
に
検
討
を
始
め
た
。
被

爆
者
は
、
２
０
０
７
年
９
月
に

国
の
責
任
で
被
爆
二
世

癌
健
診
を

被
爆
二
世
は
30
万
人
と
も
50

万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
の
援
護
は
被
爆
者
一
般

健
診
（
貧
血
、
肝
機
能
、
検
尿

な
ど
）
と
同
じ
内
容
の
被
爆
二

世
健
診
が
実
施
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。
自
治
体
が
上
乗
せ
し

て
い
る
援
護
と
し
て
、
無
料
癌

健
診
（
東
京
都
）、
医
療
費
自

己
負
担
分
補
助
（
東
京
、
神
奈

川
等
）、
被
爆
二
世
手
帳
交
付

（
東
京
、
神
奈
川
、
長
崎
市
、

山
口
県
等
７
自
治
体
）
が
あ
り

ま
す
。
東
京
、
神
奈
川
の
援
護

は
70
年
代
の
革
新
自
治
体
で
開

始
さ
れ
、
東
京
で
は
年
間
７
０

０
０
万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。被

爆
二
世
健
診
は
２
０
０
６

年
度
に
は
全
国
で
１
万
７
５
４

７
件
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
被

爆
者
１
０
０
人
あ
た
り
で
は

６
・
６
件
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
全

95
％
が
賛
成
で
し
た
。

被
爆
者
対
策
予
算
を
削

減
し
な
い
で
援
護
の
拡

大
を

国
の
被
爆
者
対
策
予
算
は
２

０
０
１
年
の
１
６
５
８
億
円
を

ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
し
て
お

り
、
今
年
度
は
１
５
３
６
億
で

前
年
よ
り
30
億
円
減
で
す
。
被

爆
二
世
健
診
数
も
２
０
０
１
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

小
泉
内
閣
の
誕
生
の
年
と
奇
し

く
も
一
致
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
予
算
は
今
年
度
と
全
く
同
額

で
す
。
安
倍
元
首
相
が
原
爆
症

認
定
制
度
改
革
を
約
束
し
た
の

で
被
爆
者
の
死
亡
で
減
少
す
る

41
億
円
を
医
療
特
別
手
当
に
ま

わ
し
て
原
爆
症
認
定
者
を
１
８

０
０
人
増
や
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
被
爆
者
対
策
予
算
を
今

後
も
削
減
さ
せ
な
い
で
、
原
爆

症
認
定
に
続
い
て
在
外
被
爆

者
、
被
爆
二
世
へ
の
援
護
も
拡

大
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

（
全
国
・
常
任
世
話
人
）

国
集
計
で
は
こ
の
５
年
間
で

８
％
減
少
（
図
１
）、
し
か
し
、

東
京
都
で
は
46
％
も
増
加
し
て

い
ま
す
（
図
２
）。
東
京
都
の

受
診
者
は
９
１
４
人
、
癌
健
診

は
２
６
９
０
件
で
、
１
人
あ
た

り
２
・
８
件
に
な
り
ま
す
。
無

料
癌
健
診
が
健
診
受
診
者
を
増

加
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。神

奈
川
県
の
２
０
０
６
年
度

の
被
爆
者
は
５
４
８
８
人
で
す

が
、「
こ
と
も
受
診
証
」
所
持

者
は
４
８
６
９
人
に
増
加
し
て

お
り
、
数
年
後
に
は
被
爆
者
を

上
回
り
そ
う
で
す
。
医
療
費
補

助
は
１
５
５
２
件
、
１
０
５
９

万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

放
影
研
の
調
査
で
は
被
爆
二
世

の
生
活
習
慣
病
の
発
症
率
、
癌

お
よ
び
そ
の
他
の
疾
患
で
の
死

亡
率
に
現
時
点
で
は
有
意
差
は

な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

ど
う
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
被
爆
二
世
が
最
も
不
安
な

の
は
遺
伝
に
よ
る
発
癌
で
す
。

国
の
責
任
で
無
料
の
被
爆
二
世

癌
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

被
爆
二
世
健
診
　
受
診

者
の
３
分
の
２
が
女
性

平
均
年
齢
49
歳

広
島
共
立
病
院
で
２
０
０
６

年
度
に
実
施
し
た
被
爆
二
世
健

診
は
８
０
２
件
で
広
島
市
全
体

の
12
％
に
あ
た
り
ま
す
。
精
密

検
査
と
し
て
γ
Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、

血
糖
、
尿
酸
、
35
歳
以
上
は
心

電
図
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受

診
者
の
67
％
が
女
性
で
平
均
年

今
回
初
め
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世

界
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
行
き
の
飛
行
機
で

ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
は
い
な
い
！

―
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
現
状
に
つ
い
て
―

東
京
反
核
医
師
の
会

向
山
　
新

被
爆
二
世
の
援
護
を
拡
大
し
よ
う

広
島
共
立
病
院
　
青
木
克
明

海
外
の
学
生

に
驚
き

反核医師の会ブース

原爆パネルの展示や「すみや
かな核兵器廃絶のために」署
名活動にとりくみ111名分を集
約した。また、9条世界会議英語
版リーフ200枚、九条の会シー
ル200枚、LOVE&PEACEバッ
ジ200ケ、折鶴80羽、戦争と医
学展英語版パネルとパンフな
どの宣伝、普及をおこなった。

（図3）2006年度　広島共立病院被爆
　　二世健診性別、年代別受診数
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（図2）東京都の被爆者健診の推移
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（図1）被爆二世健診全国合計実施数の推移
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団

IPPNW第18回大会核戦争防止国際医師会議（IPPNW）第18回世界会議のためにデリーに参集した
われわれにとって、核兵器のない世界に手が届く希望は、これまでになく大きい。
政治的情勢としては、核兵器保有国の中ですら、核廃絶が望ましく、現実的だと、
あからさまに議論されるようになった。そして、人類が21世紀を生き抜こうとす
るなら、核撤廃が絶対に必要だとさえ、言われるようになった。核兵器保有特権
にしがみつく諸国が、核廃絶について交渉することには、激しく抵抗し続けるこ
とを、われわれは知っている。しかし、その抵抗は、ますます時代遅れで、不合
理で、偽善的となる。

ヘルシンキの第17回世界会議の後に、IPPNWは、核兵器廃絶国際キャンペーン
｜ICAN｜を開始した。このキャンペーンの焦点は核兵器条約である。それは、
核廃絶を達成し、核廃絶を国際法により担保する方途である。われわれは、核保
有国に対し、特に、そのリーダーシップが（核廃絶に）不可欠な米国に対し、こ
れ以上遅れることなく、条約作成の話し合いを開始するよう要求する。次期米国
大統領候補者は、目指す政権の最優先の公約として、現時点で、地球規模の核廃
絶を掲げるべきである。

インドには、核兵器のない世界を達成するために、極めて重要な役割がある。
インドが1998年に核実験をし、核保有国宣言をしたことは遺憾極まりない。その
行為は、ただちにパキスタンにより模倣された。南アジア全域を荒廃させ、何千
万人もの人々を殺し、何10年間もその準大陸の大部分を居住不能にする核戦争の
危機は、現在も、常時存在する。そのうえ、最近インドとパキスタンが使用可能
となった核兵器による地域核戦争は、地球の気候に深甚な影響を与え、地球規模
の農業生産の崩壊と飢餓を招来することが、新しい研究により指摘されている。

核の時代の全経過を通じて、インドは、核兵器の先制不使用、不使用、核警戒
態勢解除などの政策で、先駆的役割をはたした；インドは、核分裂物質生産禁止
を求め、核兵器の全面的除去のための期限付き交渉開催要求を、長い間、支持し
てきた。元首相ラジブ・ガンジーによる、核兵器のない世界に向けた1988行動計
画は、今日の核兵器条約作成の要求と共鳴するものである。インドは、国際司法
裁判所法廷において、核兵器の保有、生産、またはその使用は、いかなる事情に
あっても、国際法的に非合法であると、言明した。これは、大胆で、論理的な姿
勢である。その後の核兵器保有は、これと相容れない。最近の国連総会において、
インドは、核軍縮決議に多数派として賛成票を投じた。この決議は、実施されれ
ば、われわれを核兵器のない世界に近づけるものである。われわれは、インドに
対し、核軍縮に向けた世界的リーダーシップを、今日より初めて、目標が達成さ
れるまで、発揮するよう要求する。

核兵器のない世界に到達するのに、米国の国際政治におけるリーダーシップが
不可欠だとするなら、それにおとらず、インドの道義的、政治的リーダーシップ
もまた不可欠である。世界の経済大国の一つとしてたち現れたインドでは、その
非暴力の尊い伝統が、何10年間もの武力紛争によって損なわれている。平和で、
公正で、持続可能な社会秩序を作り出そうとするインドの戦いは、世界に共通す
る戦いである。地球温暖化、貧困、資源枯渇、人口増加、経済発展、人権、食品
の安全、全ての人の健康確保など、人類最大の課題のすべては、インドをも脅か
しており、その解決に向けた全面的取り組みがインドに求められる。

なかでも最重要の課題は、戦禍を終わらせることである。現在も核が存在する
この世界に働きかけ、考えられる最悪の形態の戦争、核戦争を、防止するのは、
医師として、そして社会的責任のある人間として、われわれの最も緊急で最優先
の目標である。ガンジーの祖国において、われわれはその目標に向けて専心する
ことを誓う。 （事務局訳）

デリー宣言 2008年3月9日

参加者の報告
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齢
は
49
歳
、
年
代
別
で
は
50
代

が
52
％
、
40
代
が
25
％
、
30
代

が
19
％
、
60
代
が
３
％
、
20
代

が
１
％
で
し
た
（
図
３
）。
自

治
体
癌
健
診
を
同
時
に
受
診
し

た
方
は
肺
癌
28
％
、
大
腸
癌

17
％
、
乳
癌
14
％
、
胃
癌
４
％

で
し
た
。
検
査
結
果
は
高
血
圧

が
男
性
24
％
、
女
性
12
％
、
肝

障
害
が
男
性
32
％
、女
性
13
％
、

高
脂
血
症
が
男
性
47
％
、
女
性

38
％
、
糖
尿
病
が
男
性
22
％
、

女
性
10
％
で
あ
り
、
人
間
ド
ッ

ク
学
会
の
全
国
集
計
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
ま
す
。
遺
伝
的
影
響

に
つ
い
て
の
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
４
％
で
し
た
。

受
診
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
健
診
内
容
に
大
変
満

足
は
８
％
、ほ
ぼ
満
足
が
61
％
。

ぜ
ひ
毎
年
受
け
た
い
は
92
％
で

し
た
。
毎
年
受
診
し
て
い
る
方

は
54
％
、
今
回
が
最
初
は
８
％

で
し
た
。
無
料
癌
健
診
に
つ
い

て
は
99
％
が
賛
成
。
医
療
費
自

己
負
担
分
補
助
は
98
％
が
賛

成
。
被
爆
二
世
手
帳
の
交
付
は

「
原
爆
症
認
定
制
度
の
見
直
し

に
当
た
っ
て
の
要
求
」
を
厚
労

相
に
提
出
し
、「
在
り
方
検
討

会
」
や
与
党
Ｐ
Ｔ
、
各
党
の
国

会
議
員
な
ど
に
様
々
な
働
き
か

け
を
行
っ
た
。

案
の
定
12
月
17
日
に
出
さ
れ

た
「
在
り
方
検
討
会
」
の
報
告

は
、
い
か
に
も
被
爆
者
の
要
求

に
応
え
た
か
の
よ
う
に
見
え
な

が
ら
、
Ｄ
Ｓ
02
と
原
因
確
率
を

基
礎
と
す
る
現
行
の
「
審
査
の

方
針
」
の
枠
組
み
を
維
持
し
、

司
法
判
断
を
真
っ
向
か
ら
否
定

し
、「
専
門
家
」
の
名
の
下
に

被
爆
者
切
り
捨
て
の
行
政
を
追

認
し
た
も
の
で
あ
り
、
被
爆
者

に
と
っ
て
は
絶
対
に
容
認
で
き

な
い
中
身
で
あ
っ
た
。
直
ち
に

被
団
協
は
抗
議
声
明
を
発
表
し

た
。12

月
19
日
に
出
た
与
党
Ｐ
Ｔ

の
と
り
ま
と
め
は
「
原
因
確
率

論
を
あ
ら
た
め
、
新
た
な
認
定

基
準
を
た
て
て
い
る
点
、
特
段

反
対
す
べ
き
事
由
が
な
け
れ
ば

合
理
的
に
推
定
し
て
原
爆
症
と

認
定
す
る
と
の
自
動
的
な
認
定

方
法
を
導
入
し
て
い
る
点
、
医

療
分
科
会
の
改
革
に
踏
み
込
ん

で
い
る
点
」
は
被
爆
者
の
要
求

の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
開

催
地
で
あ
る
イ
ン
ド
に
降
り
立

っ
た
と
き
に
は
乗
客
か
ら
拍
手

が
沸
き
起
こ
る
状
況
。
イ
ン
ド

を
訪
れ
る
こ
と
も
含
め
、
初
め

て
の
経
験
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

旅
で
し
た
。

さ
て
2
日
目
か
ら
の
参
加
に

な
っ
た
大
会
で
は
、
ま
ず
分
科

会
を
作
っ
て
発
表
し
て
い
る
学

生
た
ち
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

僕
は
「C

hallenge
of
D
rugs

for
The

Poor

」
と
い
う
、
ド

イ
ツ
学
生
が
作
っ
た
分
科
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
つ
た
な
い
英

語
力
で
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た

か
は
か
な
り
き
わ
ど
い
と
こ
ろ

で
す
が
、「
製
薬
会
社
が
特
許

を
独
占
し
て
高
い
値
段
で
薬
を

供
給
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
薬
を
必
要
と
し
て
い
る
発
展

途
上
国
の
人
々
が
苦
し
ん
で
い

る
の
は
お
か
し
い
。
製
薬
会
社

は
も
っ
と
安
く
薬
を
供
給
す
べ

き
だ
し
、
で
き
る
は
ず
だ
。」

と
い
う
想
い
は
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
海
外
の
学
生
の

プ
レ
ゼ
ン
能
力
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
は
驚
か
さ
れ

ま
す
。
自
分
も
海
外
の
人
々
と

意
見
交
流
が
で
き
る
よ
う
、
も

っ
と
英
語
を
上
達
さ
せ
た
い
と

素
直
に
思
い
ま
し
た
。

３
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
各
国
の
代
表
者
が
核
兵
器

廃
絶
に
対
す
る
考
え
や
そ
れ
に

向
け
て
の
具
体
的
な
活
動
を
発

表
し
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。核
兵
器
問
題
に
留
ま
ら
ず
、

イ
ン
ド
の
貧
困
状
況
を
切
実
と

語
っ
た
り
、
キ
ュ
ー
バ
の
医
療

支
援
の
話
な
ど
も
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
参
加
で
思
っ
た
こ
と

は
、
核
兵
器
と
い
う
の
は
人
体

に
修
復
不
能
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
実
際
問
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
平
和
に
対
す
る
脅
威
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
会
の
内
容
は
環
境
、
格

差
、
貧
困
、
差
別
な
ど
人
の
健

康
に
害
を
与
え
る
様
々
な
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
医
学

者
や
医
学
生
が
集
ま
る
こ
の
よ

う
な
世
界
規
模
の
大
会
は
他
に

知
り
ま
せ
ん
。

２
年
後
の
ス
イ
ス
で
の
世
界

大
会
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
皆
様
の
お
か
げ
で
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
今
後
の
活

動
に
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

（
金
沢
医
科
大
学
三
年
　
本
間

理
）

全
体
を
通
し
て
痛
感
し
た
の

が
、
核
問
題
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
核
の
こ
と
だ
け
考
え
て
も

だ
め
だ
と
い
う
こ
と
。
今
回
の

大
会
で
は
環
境
問
題
、
経
済
問

題
、
教
育
問
題
と
と
て
も
広
い

分
野
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

ど
れ
を
と
っ
て
も
決
し
て
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

個
人
的
に
心
を
ひ
か
れ
た
の

はJadugoda

村
の
ウ
ラ
ン
鉱

山
に
よ
る
健
康
被
害
の
問
題
で

す
。人

間
の
誕
生
と
い
う
素
晴
ら

し
い
瞬
間
を
喜
び
で
な
く
悲
し

み
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
悲
し

い
現
実
が
私
の
知
ら
な
い
所
で

今
現
在
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

私
は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
瞬

間
の
お
母
さ
ん
の
安
心
し
き
っ

た
、
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い

よ
う
な
喜
び
の
表
情
が
と
て
も

好
き
で
す
。
そ
れ
が
不
安
や
悲

し
み
に
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。研

修
の
2
年
間
を
振
り
返
る

と
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
真
剣

に
取
り
組
む
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
初
は
自
分
の
技
術
と
経
験
を

積
む
の
に
精
一
杯
で
世
界
の
出

来
事
や
国
内
の
問
題
で
さ
え
真

剣
に
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
、
世
界
に
若

い
医
師
も
同
じ
考
え
で
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
デ
イ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
を
教
訓

に
こ
れ
か
ら
は
忙
し
い
時
間
の

合
間
に
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
情
報
収
集
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
イ
ン
ド
人
に
つ
い

て
心
に
残
っ
た
話
。
大
会
期
間

核
、
環
境
、
経
済
、

教
育
　
決
し
て
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
い

中
に
偶
然
イ
ン
ド
人
の
結
婚
式

と
誕
生
会
に
出
く
わ
し
ま
し

た
。
私
た
ち
は
物
珍
し
そ
う
に

じ
っ
と
見
入
っ
た
り
カ
メ
ラ
を

向
け
た
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

愛
想
良
く
話
し
か
け
て
く
れ
、

「
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
」「
も

っ
と
写
真
を
取
っ
て
く
れ
」
と

言
っ
て
く
れ
た
り
、
誕
生
日
の

ケ
ー
キ
を
分
け
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。
喜
び
は
み
ん
な
で
祝

う
の
が
い
い
と
い
う
考
え
な
の

か
、
イ
ン
ド
人
の
フ
レ
ン
ド
リ

ー
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
関
係
が
国
と
国
の
間
で
も

す
ん
な
り
成
立
し
た
ら
と
て
も

い
い
社
会
に
な
る
の
だ
ろ
う
な

あ
と
強
く
感
じ
た
イ
ン
ド
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

今
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会

に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
募
金

に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
申
し
上
げ
ま
す
。
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
反
核
医
師
の

会
の
先
生
方
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

与
え
ら
れ
た
機
会
を
無
駄
に

し
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。

（
北
海
道
勤
医
協
中
央
病
院
2
年

目
研
修
医
　
小
泉
明
希
）

を
真
摯
に
受
け
止
め
た
も
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
被
爆
者

の
間
に
線
引
き
が
さ
れ
て
い

る
、
自
動
認
定
の
対
象
疾
病
か

ら
肝
臓
疾
患
な
ど
が
除
か
れ
て

い
る
」
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
と
被
団
協
は
指
摘
し

た
。１

月
10
日
に
原
告
団
は
「
原

告
の
決
意
と
訴
え
」
を
ま
と

め
、
11
日
に
被
団
協
と
原
告
団

代
表
が
舛
添
厚
労
相
に
要
請
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
１
月

17
日
与
党
Ｐ
Ｔ
と
り
ま
と
め
を

ベ
ー
ス
と
し
た
「
新
し
い
審
査

の
イ
メ
ー
ジ
」が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
に
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
原
因
確
率
に
よ

る
審
査
を
全
面
的
に
あ
ら
た

め
、
迅
速
か
つ
積
極
的
に
認
定

を
行
う
こ
と
と
す
る
」
と
あ

る
。
と
う
と
う
、
原
因
確
率
を

使
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

追
い
詰
め
た
の
で
あ
る
。
が

ん
・
白
血
病
・
副
甲
状
腺
機
能

亢
進
症
、
放
射
線
白
内
障
、
放

射
線
起
因
性
が
認
め
ら
れ
る
心

筋
梗
塞
に
つ
い
て
、
原
因
確
率

10
％
以
上
は
審
査
会
を
省
略
し

て
認
定
す
る
。
10
％
以
下
の
場

合
と
、
放
射
線
白
内
障
、
心
筋

梗
塞
に
つ
い
て
は
「
３
・
５
km

以
内
の
直
爆
、
１
０
０
時
間
以

内
に
約
２
km
以
内
に
入
市
、
１

０
０
時
間
以
後
に
１
週
間
以
上

爆
心
地
付
近
に
滞
在
し
た
人
」

は
積
極
的
に
認
定
す
る
と
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
の
疾
患
、
被

爆
状
況
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

個
別
審
査
の
上
総
合
的
判
断
を

行
う
と
し
て
い
る
。

厚
労
省
は
、
こ
れ
で
幕
引
き

を
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
被
爆
者
に
は
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
内

容
で
あ
る
。「
こ
れ
ま
で
の
原

因
確
率
に
よ
る
審
査
を
全
面
的

に
あ
ら
た
め
、
迅
速
か
つ
積
極

的
に
認
定
を
行
う
こ
と
と
す

る
」と
す
る
点
は
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
被
爆
者
救
済
の
理
念

が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
a
被

爆
者
の
間
に
線
引
き
が
さ
れ
て

い
る
、
s
肝
臓
疾
患
な
ど
の
疾

患
が
除
外
さ
れ
る
な
ど
対
象
疾

患
が
限
定
さ
れ
て
い
る
、
d
訴

訟
の
解
決
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
な
い
、
f
医
療
分
科
会
の

改
革
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

原
告
団
、
被
団
協
、
弁
護
団

は
引
き
続
き
厚
労
省
と
の
協
議

を
行
っ
た
が
、
厚
労
省
は
３
月

17
日
医
療
分
科
会
で
イ
メ
ー
ジ

に
基
づ
く
新
し
い
審
査
の
方
針

を
決
定
し
た
。
約
３
０
０
人
の

原
告
の
う
ち
１
０
０
人
は
認
定

さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

本
当
の
解
決
に
向
け
て
、
私

た
ち
も
力
を
合
わ
せ
て
支
援
を

し
て
ゆ
こ
う
。

（
全
国
・
常
任
世
話
人
、
２
０
０

８
年
３
月
27
日
記
）

２
０
０
３
年
４
月
17
日
に
始

ま
っ
た
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟

が
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え

て
い
る
。
一
部
で
は
、
解
決
し

た
か
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
今
ま
さ
に
た
た
か
い
の

正
念
場
で
あ
る
。

全
国
各
地
で
の
勝
訴
を
力

に
、
安
倍
前
首
相
の
認
定
基
準

見
直
し
発
言
を
引
き
出
し
た
の

は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
も

お
い
そ
れ
と
被
爆
者
の
要
求
を

丸
呑
み
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
専
門
家
に
よ
る
「
原
爆
症

認
定
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
を
招
集
し
、
小
手
先
の
見

な
お
し
で
す
ま
せ
よ
う
と
も
く

ろ
ん
だ
。
一
方
自
民
党
、
公
明

党
は
「
与
党
原
爆
被
爆
者
対
策

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
与
党
Ｐ
Ｔ
）」
で
厚
労
省

と
は
別
に
検
討
を
始
め
た
。
被

爆
者
は
、
２
０
０
７
年
９
月
に

国
の
責
任
で
被
爆
二
世

癌
健
診
を

被
爆
二
世
は
30
万
人
と
も
50

万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
の
援
護
は
被
爆
者
一
般

健
診
（
貧
血
、
肝
機
能
、
検
尿

な
ど
）
と
同
じ
内
容
の
被
爆
二

世
健
診
が
実
施
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。
自
治
体
が
上
乗
せ
し

て
い
る
援
護
と
し
て
、
無
料
癌

健
診
（
東
京
都
）、
医
療
費
自

己
負
担
分
補
助
（
東
京
、
神
奈

川
等
）、
被
爆
二
世
手
帳
交
付

（
東
京
、
神
奈
川
、
長
崎
市
、

山
口
県
等
７
自
治
体
）
が
あ
り

ま
す
。
東
京
、
神
奈
川
の
援
護

は
70
年
代
の
革
新
自
治
体
で
開

始
さ
れ
、
東
京
で
は
年
間
７
０

０
０
万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。被

爆
二
世
健
診
は
２
０
０
６

年
度
に
は
全
国
で
１
万
７
５
４

７
件
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
被

爆
者
１
０
０
人
あ
た
り
で
は

６
・
６
件
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
全

95
％
が
賛
成
で
し
た
。

被
爆
者
対
策
予
算
を
削

減
し
な
い
で
援
護
の
拡

大
を

国
の
被
爆
者
対
策
予
算
は
２

０
０
１
年
の
１
６
５
８
億
円
を

ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
し
て
お

り
、
今
年
度
は
１
５
３
６
億
で

前
年
よ
り
30
億
円
減
で
す
。
被

爆
二
世
健
診
数
も
２
０
０
１
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

小
泉
内
閣
の
誕
生
の
年
と
奇
し

く
も
一
致
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
予
算
は
今
年
度
と
全
く
同
額

で
す
。
安
倍
元
首
相
が
原
爆
症

認
定
制
度
改
革
を
約
束
し
た
の

で
被
爆
者
の
死
亡
で
減
少
す
る

41
億
円
を
医
療
特
別
手
当
に
ま

わ
し
て
原
爆
症
認
定
者
を
１
８

０
０
人
増
や
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
被
爆
者
対
策
予
算
を
今

後
も
削
減
さ
せ
な
い
で
、
原
爆

症
認
定
に
続
い
て
在
外
被
爆

者
、
被
爆
二
世
へ
の
援
護
も
拡

大
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

（
全
国
・
常
任
世
話
人
）

国
集
計
で
は
こ
の
５
年
間
で

８
％
減
少
（
図
１
）、
し
か
し
、

東
京
都
で
は
46
％
も
増
加
し
て

い
ま
す
（
図
２
）。
東
京
都
の

受
診
者
は
９
１
４
人
、
癌
健
診

は
２
６
９
０
件
で
、
１
人
あ
た

り
２
・
８
件
に
な
り
ま
す
。
無

料
癌
健
診
が
健
診
受
診
者
を
増

加
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。神

奈
川
県
の
２
０
０
６
年
度

の
被
爆
者
は
５
４
８
８
人
で
す

が
、「
こ
と
も
受
診
証
」
所
持

者
は
４
８
６
９
人
に
増
加
し
て

お
り
、
数
年
後
に
は
被
爆
者
を

上
回
り
そ
う
で
す
。
医
療
費
補

助
は
１
５
５
２
件
、
１
０
５
９

万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

放
影
研
の
調
査
で
は
被
爆
二
世

の
生
活
習
慣
病
の
発
症
率
、
癌

お
よ
び
そ
の
他
の
疾
患
で
の
死

亡
率
に
現
時
点
で
は
有
意
差
は

な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

ど
う
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
被
爆
二
世
が
最
も
不
安
な

の
は
遺
伝
に
よ
る
発
癌
で
す
。

国
の
責
任
で
無
料
の
被
爆
二
世

癌
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

被
爆
二
世
健
診
　
受
診

者
の
３
分
の
２
が
女
性

平
均
年
齢
49
歳

広
島
共
立
病
院
で
２
０
０
６

年
度
に
実
施
し
た
被
爆
二
世
健

診
は
８
０
２
件
で
広
島
市
全
体

の
12
％
に
あ
た
り
ま
す
。
精
密

検
査
と
し
て
γ
Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、

血
糖
、
尿
酸
、
35
歳
以
上
は
心

電
図
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受

診
者
の
67
％
が
女
性
で
平
均
年

今
回
初
め
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世

界
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
行
き
の
飛
行
機
で

ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
は
い
な
い
！

―
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
現
状
に
つ
い
て
―

東
京
反
核
医
師
の
会

向
山
　
新

被
爆
二
世
の
援
護
を
拡
大
し
よ
う

広
島
共
立
病
院
　
青
木
克
明

海
外
の
学
生

に
驚
き

反核医師の会ブース

原爆パネルの展示や「すみや
かな核兵器廃絶のために」署
名活動にとりくみ111名分を集
約した。また、9条世界会議英語
版リーフ200枚、九条の会シー
ル200枚、LOVE&PEACEバッ
ジ200ケ、折鶴80羽、戦争と医
学展英語版パネルとパンフな
どの宣伝、普及をおこなった。

（図3）2006年度　広島共立病院被爆
　　二世健診性別、年代別受診数
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（図2）東京都の被爆者健診の推移
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（図1）被爆二世健診全国合計実施数の推移
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21
名
が
参
加
し
た

反
核
医
師
の
会
代

表
団

IPPNW第18回大会核戦争防止国際医師会議（IPPNW）第18回世界会議のためにデリーに参集した
われわれにとって、核兵器のない世界に手が届く希望は、これまでになく大きい。
政治的情勢としては、核兵器保有国の中ですら、核廃絶が望ましく、現実的だと、
あからさまに議論されるようになった。そして、人類が21世紀を生き抜こうとす
るなら、核撤廃が絶対に必要だとさえ、言われるようになった。核兵器保有特権
にしがみつく諸国が、核廃絶について交渉することには、激しく抵抗し続けるこ
とを、われわれは知っている。しかし、その抵抗は、ますます時代遅れで、不合
理で、偽善的となる。

ヘルシンキの第17回世界会議の後に、IPPNWは、核兵器廃絶国際キャンペーン
｜ICAN｜を開始した。このキャンペーンの焦点は核兵器条約である。それは、
核廃絶を達成し、核廃絶を国際法により担保する方途である。われわれは、核保
有国に対し、特に、そのリーダーシップが（核廃絶に）不可欠な米国に対し、こ
れ以上遅れることなく、条約作成の話し合いを開始するよう要求する。次期米国
大統領候補者は、目指す政権の最優先の公約として、現時点で、地球規模の核廃
絶を掲げるべきである。

インドには、核兵器のない世界を達成するために、極めて重要な役割がある。
インドが1998年に核実験をし、核保有国宣言をしたことは遺憾極まりない。その
行為は、ただちにパキスタンにより模倣された。南アジア全域を荒廃させ、何千
万人もの人々を殺し、何10年間もその準大陸の大部分を居住不能にする核戦争の
危機は、現在も、常時存在する。そのうえ、最近インドとパキスタンが使用可能
となった核兵器による地域核戦争は、地球の気候に深甚な影響を与え、地球規模
の農業生産の崩壊と飢餓を招来することが、新しい研究により指摘されている。

核の時代の全経過を通じて、インドは、核兵器の先制不使用、不使用、核警戒
態勢解除などの政策で、先駆的役割をはたした；インドは、核分裂物質生産禁止
を求め、核兵器の全面的除去のための期限付き交渉開催要求を、長い間、支持し
てきた。元首相ラジブ・ガンジーによる、核兵器のない世界に向けた1988行動計
画は、今日の核兵器条約作成の要求と共鳴するものである。インドは、国際司法
裁判所法廷において、核兵器の保有、生産、またはその使用は、いかなる事情に
あっても、国際法的に非合法であると、言明した。これは、大胆で、論理的な姿
勢である。その後の核兵器保有は、これと相容れない。最近の国連総会において、
インドは、核軍縮決議に多数派として賛成票を投じた。この決議は、実施されれ
ば、われわれを核兵器のない世界に近づけるものである。われわれは、インドに
対し、核軍縮に向けた世界的リーダーシップを、今日より初めて、目標が達成さ
れるまで、発揮するよう要求する。

核兵器のない世界に到達するのに、米国の国際政治におけるリーダーシップが
不可欠だとするなら、それにおとらず、インドの道義的、政治的リーダーシップ
もまた不可欠である。世界の経済大国の一つとしてたち現れたインドでは、その
非暴力の尊い伝統が、何10年間もの武力紛争によって損なわれている。平和で、
公正で、持続可能な社会秩序を作り出そうとするインドの戦いは、世界に共通す
る戦いである。地球温暖化、貧困、資源枯渇、人口増加、経済発展、人権、食品
の安全、全ての人の健康確保など、人類最大の課題のすべては、インドをも脅か
しており、その解決に向けた全面的取り組みがインドに求められる。

なかでも最重要の課題は、戦禍を終わらせることである。現在も核が存在する
この世界に働きかけ、考えられる最悪の形態の戦争、核戦争を、防止するのは、
医師として、そして社会的責任のある人間として、われわれの最も緊急で最優先
の目標である。ガンジーの祖国において、われわれはその目標に向けて専心する
ことを誓う。 （事務局訳）

デリー宣言 2008年3月9日

参加者の報告
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第35号
2008年3月31日
第38号

長
のA

run
M
itra

（
ア
ル
ン
・

ミ
ト
ゥ
ラ
）
・
Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
事
務

局
長
が
「
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
デ

リ
ー
ま
で
」
と
題
し
て
報
告
し

た
。２

日
目
の
昼
の
指
定
報
告

（Presentation

）
で
は
、
イ
ン

ド
国
内
のJadugoda

（
ジ
ャ

デ
ゥ
ゴ
ラ
）
ウ
ラ
ン
鉱
山
周
辺

の
住
民
の
健
康
状
態
（
健
康
被

害
）
に
つ
い
て
、
詳
し
い
報
告

３
月
９
日
か
ら
３
日
間
、
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際

医
師
会
議
）
第
18
回
世
界
大
会

は
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
市
内
の
Ｖ

Ｐ
　
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
開
か
れ

た
。
反
核
医
師
の
会
か
ら
、
医

学
生
３
人
を
含
む
21
人
の
代
表

団
（
通
訳
、
事
務
局
含
む
）
が

参
加
し
た
。
大
会
に
は
各
国
か

ら
延
べ
６
０
０
人
（
58
カ
国
）

が
参
加
し
た
。

世
界
大
会
は
「
核
兵
器
廃
絶

に
む
け
た
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

挑
戦
と
好
機
」
な
ど
５
つ
の
テ

ー
マ
で
の
全
体
会
を
は
じ
め
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
分

科
会
が
行
わ
れ
た
。

初
日
の
開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
イ
ン
ド
のH

am
id
A
nsari

（
ハ
ミ
ッ
ド
・
ア
ン
サ
リ
）
副

大
統
領
が
演
説
し
、「
イ
ン
ド

は
暴
力
の
な
い
世
界
、
核
兵
器

の
災
害
の
な
い
世
界
を
熱
望
し

て
い
る
」
と
述
べ
、「
会
議
の

テ
ー
マ
『
平
和
、
健
康
そ
し
て

発
展
』
は
時
を
得
た
も
の
で
あ

り
会
議
の
す
べ
て
が
成
功
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」と
結
ん
だ
。

ま
た
、
世
界
大
会
を
準
備
し
た

Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
（
平
和
と
発
展
の
た

め
の
イ
ン
ド
医
師
の
会
）
のM

N
ara

Singh

副
会
長
が
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
支
援
の
も
と
で
平

和
・
健
康
・
発
展
を
め
ざ
す
医

師
の
運
動
の
発
展
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
ま
た
、
大
会
事
務
局

実
行
委
員
会
で
は
、
主
務
地

と
な
る
石
川
の
反
核
医
師
の
会

世
話
人
会
で
協
議
し
て
き
た
内

容
と
経
過
を
報
告
。
北
陸
３
県

が
協
力
し
て
実
行
委
員
会
の
体

制
を
整
え
る
こ
と
を
確
認
し
、

企
画
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

今
年
の
つ
ど
い
は
11
月
22

日
、
23
日
の
両
日
、

兼
六
園
や
金
沢
城
を

臨
む
金
沢
の
中
心
地

で
開
催
す
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
、「
北
陸
か
ら
発

信
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

な
く
し
ま
っ
し
　
核

兵
器
」
と
す
る
予

定
。第

18
回
の
つ
ど

い
の
記
念
講
演
で

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
オ
ー

第
19
回
「
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
の
第
１
回
実
行
委
員
会
が
、

北
陸
3
県
の
各
代
表
と
事
務
局
の
出
席
の
も
と
3
月
11
日

に
発
足
し
た
。

ス
ト
ラ
リ
ア
支
部
長
の
テ
ィ
ル

マ
ン
・
ラ
フ
氏
が
提
案
し
た

「
核
は
廃
絶
で
き
る
　I

can,
You

can,W
e
allcan

」
を
受

け
て
、
核
兵
器
廃
絶
条
約
の
実

現
を
め
ざ
す
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
日
本
に
も

広
め
、
定
着
さ
せ
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
た
。
今
回
の

つ
ど
い
を
、
核
兵
器
廃
絶
を
め

ざ
し
た
草
の
根
運
動
（
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
運
動
）
に
学
び
、
各
地
に
広

げ
る
機
会
と
し
た
い
。

ま
た
、
原
爆
症
認
定
制
度
が

４
月
か
ら
新
基
準
で
運
用
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、

つ
ど
い
の
開
催
時
期
に
は
新
基

準
の
問
題
点
が
洗
い
出
さ
れ
て

い
る
は
ず
。
新
基
準
の
評
価
や

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
企
画
に

盛
り
込
む
予
定
。
こ
の
他
つ
ど

い
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
市
民

参
加
型
の
企
画
の
準
備
も
進
め

て
い
る
。

ご
承
知
の
と
お
り
金
沢
は
、

金
沢
城
と
兼
六
園
を
中
心
に
武

家
屋
敷
跡
や
茶
屋
街
な
ど
が
建

ち
並
ぶ
加
賀
百
万
石
の
城
下

町
。
一
方
で
、
旧
日
本
陸
軍
の

第
９
師
団
が
置
か
れ
、
７
３
１

部
隊
と
も
縁
が
深
く
負
の
遺
産

が
残
る
。
さ
ら
に
石
川
県
に
は

志
賀
原
発
、
福
井
県
に
は
「
原

発
銀
座
」
と
呼
ば
れ
る
程
の
原

発
と
関
連
施
設
の
林
立
地
域
が

あ
る
。
つ
ど
い
開
催
に
際
し
て

は
こ
れ
ら
が
多
く
の
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
今
年
も

多
数
の
参
加
者
を
期
待
し
て
い

る
。

が
行
わ
れ
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
映
し
出

さ
れ
る
現
地
の
状
況
に
関
心
が

集
ま
っ
た
。

最
終
日
に
はA

n
b
u
m
an
i

R
am
adoss

（
ア
ン
ブ
マ
ニ
・

ラ
マ
ド
ス
）
イ
ン
ド
労
働
保
健

大
臣
が
出
席
し
、演
説
を
行
い
、

核
兵
器
国
の
核
兵
器
使
用
の
危

険
だ
け
で
な
く
、
テ
ロ
リ
ス
ト

や
そ
れ
以
外
の
非
国
家
主
体

（non-state-actors
）
の
手
に

落
ち
る
危
険
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
。

最
後
に
、
会
議
は
第
19
回
世

界
大
会
を
２
０
１
０
年
８
月
25

日
か
ら
30
日
ま
で
、
ス
イ
ス
・

バ
ー
ゼ
ル
市
で
行
う
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
３
面
に
参
加
者
の
感
想
、「
デ

リ
ー
宣
言
」）

「
愛
媛
反
核
医
師
の
会
」
は

２
０
０
２
年
の
結
成
以
来
①
年

２
〜
３
回
の
世
話
人
会
②
「
全

国
反
核
医
師
の
集
い
」
へ
の
代

表
派
遣
と
そ
の
報
告
、
の
２
つ

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
２
０

０
７
年
も
２
回
の
世
話
人
会
開

催
と
京
都
の
集
い
へ
１
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。

６
月
伊
予
市
で
の
「
原
水
禁

四
国
大
会
」
で
は
原
爆
症
認
定

大
阪
訴
訟
証
人
の
郷
地
先
生
の

講
演
が
あ
り
、「
原
爆
症
―
罪

佐
々
木
先
生
と
の
最
初
の
出

会
い
は
、
１
９
９
６
年
（
？
）

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
だ
私

が
反
核
医
師
の
会
で
の
活
動
を

は
じ
め
た
頃
、
全
国
反
核
医
師

の
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
会
場
で
出
会
い
ま
し
た
。
ま

だ
、
佐
々
木
先
生
の
こ
と
を
全

く
知
ら
ず
、
あ
る
分
科
会
で
先

生
が
発
言
さ
れ
、「
鋭
い
指
摘

だ
な
、
目
も
鋭
い
人
だ
な
」
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
で

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
医
学
生

が
参
加
し
、
東
京
か
ら
は
、
青

年
医
師
や
医
学
生
の
参
加
が
多

く
、
佐
々
木
先
生
は
そ
れ
に
つ

い
て
も
発
言
さ
れ
、
今
後
の
発

展
の
た
め
に
は
後
継
者
対
策

を
、と
発
言
も
な
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
の
ち
に
私
が
福

岡
民
医
連
に
移
籍
を
し
、
あ
る

日
、
食
堂
で
お
昼
を
食
べ
て
い

る
と
「
お
お
、
来
た
ね
」
と

佐
々
木
先
生
が
声
を
か
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。「
こ
っ
ち
で
も

（
反
核
医
師
の
会
）
や
ら
ん
か

ね
、
ぜ
ひ
、
会
議
に
出
て
よ
」

と
誘
わ
れ
、
福
岡
反
核
医
師
の

会
の
会
議
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
福
岡
反
核
医
師

の
会
で
も
い
つ
も
先
生
は
、
後

継
者
を
作
っ
て
い
く
事
の
大
切

さ
や
こ
の
運
動
を
広
げ
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
誰

も
が
気
軽
に
反
核
・
平
和
に
つ

い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
語
り

か
け
て
い
ま
し
た
。

北
京
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
ア
ジ

ア
国
際
会
議
に
一
緒
に
参
加
し

た
こ
と
は
と
て
も
印
象
深
い
思

い
出
で
す
。
多
く
は
語
ら
な
い

先
生
で
し
た
が
、
対
外
的
な
発

言
で
は
、
真
正
面
か
ら
鋭
く
発

言
さ
れ
、
私
た
ち
の
立
場
や
主

張
を
述
べ
る
大
き
な
存
在
で
し

た
。
私
は
そ
れ
に
甘
え
、
日
常

診
療
に
追
わ
れ
、
会
の
活
動
に

も
な
か
な
か
出
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
た
時
に
も
、
病
院
で
会
う

と
、
手
を
あ
げ
て
挨
拶
を
し
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
一
緒
に
活
動
で
き
る
と
信
じ

て
い
た
の
で
す
が
、
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。総
会
の
時
に
歌
う
、

『W
e
shall

overcom
e

』
。

佐
々
木
先
生
の
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

力
不
足
で
す
が
、
佐
々
木
先

生
の
反
核
へ
の
想
い
を
少
し
で

も
共
有
で
き
た
友
人
と
し
て
、

そ
の
意
志
を
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
き
人
の
灯
を
継
い
で
」（
郷

地
秀
夫
、か
も
が
わ
出
版
）、「
真

実
を
聞
い
て
く
れ
。
俺
は
劣

化
ウ
ラ
ン
を
見
て
し
ま
っ
た
」

（
湾
岸
戦
争
帰
還
元
米
兵
デ
ニ

ス
・
カ
イ
ン
、
日
本
評
論
社
）

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

７
、
８
月
に
は
映
画
「
ナ

ガ
サ
キ
１
９
４
５
ア
ン
ゼ
ラ

ス
の
鐘
」
上
映
会
が
松
山
、

新
居
浜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
地
域
の
市
民
運
動
と

し
て
実
行
委
員
会
が
結
成
さ

れ
、
両
会
場
と
も
親
子
連
れ

な
ど
約
７
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
反
核
医
師
の
会
員

も
実
行
委
員
会
の
中
で
役
割

を
果
し
ま
し
た
。
新
居
浜
上

映
会
の
利
益
８
万
円
は
、
イ

ラ
ク
へ
の
医
療
支
援
に
あ
て

ま
し
た
。

イ
ラ
ク
医
療
支
援
カ
ン
パ

は
９
条
の
会
主
催
の
「
高
遠

菜
穂
子
講
演
会
」
で
20
万
円
、

民
医
連
整
形
外
科
懇
話
会
で
４

万
円
な
ど
多
く
が
集
り
、JIM

-
N
E
T

（
日
本
イ
ラ
ク
医
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
通
じ
て

イ
ラ
ク
の
子
供
達
へ
送
り
ま
し

た
。
地
域
で
の
医
療
講
演
会
の

際
に
、
劣
化
ウ
ラ
ン
の
放
射
線

被
曝
で
苦
し
む
イ
ラ
ク
の
子
供

達
の
映
像
を
流
す
と
、
多
く
の

方
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
驚

か
れ
募
金
に
応
じ
て
く
れ
ま
し

た
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
真
実

を
伝
え
ね
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

11
月
23
日
き
く
ち
ゆ
み
講
演

会
「
戦
争
の
作
り
方
平
和
の
創

り
方
。
米
９
・
11
テ
ロ
に
隠
さ

れ
た
真
実
」（
松
山
80
名
、
新

居
浜
１
８
０
名
）で
は
前
座
で
、

反
核
医
師
の
集
い
京
都
の
報
告

を
行
い
、
デ
ニ
ス
・
カ
イ
ン
著

書
「
真
実
を
聞
い
て
く
れ
」
も

販
売
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
５
月
デ
ニ
ス
が

来
日
し
ま
す
。
愛
媛
県
内
の
３

市
（
松
山
、
新
居
浜
、
今
治
）

を
は
じ
め
、
関
西
・
中
四
国
中

心
に
約
10
箇
所
で
の
講
演
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
近
代
戦
湾

岸
戦
争
の
従
軍
体
験
と
劣
化
ウ

ラ
ン
被
爆
者
と
し
て
の
米
国
の

反
核
平
和
運
動
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
青
年
や
若
い
医
師
の

手
で
実
行
委
員
会
を
作
り
、
運

動
の
新
し
い
担
い
手
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
、
広
島
・

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
体
験
し

た
者
は
人
間
と
し
て
再
び
こ
の

様
な
地
獄
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
骨
身
に
し
み
、
心
に
刻
み

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
作
っ
た
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
じ
め
多
く
の

科
学
者
（
日
本
で
は
湯
川
・
朝

永
等
）
は
そ
の
廃
絶
を
強
く
訴

え
て
き
た
。

し
か
し
各
国
の
政
治
家
は
そ

れ
を
嘲
笑
う
様
に
核
兵
器
の
恐

ろ
し
さ
を
弄
ん
で
い
る
様
に
見

え
る
。

こ
の
国
で
も
既
に
戦
後
63
年

を
経
て
大
多
数
の
人
々
は
戦
争

の
現
実
を
知
ら
ず
、
溢
れ
ん
ば

か
り
の
物
の
豊
富
な
生
活
に
ひ

た
り
、
楽
し
み
を
求
め
、
戦

争
・
核
兵
器
な
ど
他
人
の
絵
空

事
の
様
に
感
じ
て
い
る
節
さ
え

あ
る
。

更
に
一
部
の
政
治
家
は
、
こ

の
国
の
安
全
を
守
る
為
に
は
核

装
備
が
必
要
で
あ
る
と
蠢
い
て

い
る
。

１
９
８
０
年
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
が

結
成
さ
れ
、日
本
に
も
入
っ
た
。

創
始
者
で
あ
るB

a
rn
a
rd

Low
n

教
授
が
医
学
講
演
に
来

日
さ
れ
、
日
医
ニ
ュ
ー
ス
で
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
必
要
性
を
訴
え
各

県
に
理
解
さ
れ
た
。

岩
手
県
で
は
１
９
８
９
年
、

全
国
30
番
目
の
支
部
が
発
会
し

た
。当
時
非
常
に
盛
り
上
が
り
、

翌
年
に
は
会
員
数
１
６
７
名
に

な
り
講
演
会
、被
爆
者
の
証
言
、

ジ
ョ
ン
・
オ
ダ
ネ
ル
被
爆
写
真

展
、
県
内
他
団
体
と
の
協
力
に

よ
る
映
画
会
、
地
域
集
会
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
･
ソ
ウ
ル
大
会

出
席
、
岩
手
医
大
生
を
伴
っ
て

の
ア
ジ
ア
地
域
会
議
（
長
崎
）

参
加
等
、
活
発
に
活
動
し
て
き

た
。そ
れ
が
事
務
局
長
の
死
去
、

事
務
局
員
の
病
気
休
職
が
重
な

り
、
２
０
０
０
〜
２
０
０
５
年

休
会
の
や
む
な
き
に
陥
っ
た
。

２
０
０
６
年
に
至
り
事
務
局

に
適
材
を
得
て
活
動
再
開
に
こ

ぎ
つ
け
た
が
、
会
員
の
老
齢
化

が
進
み
、
次
世
代
の
無
関
心
さ

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
第
18
回
大
会
に

58
カ
国
６
０
０
名
が
参
加

イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る

なくしまっし　核兵器！
11月に第19回反核医師・医学者のつどいを

石川県で開催

愛
媛
反
核
医
師
の
会

2
0
0
7
年
の
活
動

曽
根
康
夫

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

―
岩
手
か
ら
の
報
告
―

中
島
達
雄

デニス・カイン氏（左）と筆者

「
平
和
・
健
康
そ
し
て
発
展
」
を
テ

ー
マ
に
３
月
９
日
か
ら
３
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

佐
々
木
秀
隆
先
生
を
偲
ん
で

福
岡
・
千
鳥
橋
病
院
　
角
銅
し
お
り

2008年度会費納入のおねがい
会員各位

日頃のご奮闘に心から敬意を表します。

さて、「反核医師の会」では今年も第19回つどい開催のほか、20周年記念事業の準備を進

めています。つきましては会の財政基盤の安定のためにも、2008年度の会費納入を同封の

払込取扱票にてお支払いくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

なお、すでに納入済みの場合等、行き違いがあった場合は、ご容赦下さい。

◇団体会員（各県の「反核医師の会」などの団体） 一口 10,000円
◇個人会員（医師・歯科医師、医学者） 10,000円
◇協力団体会員（全国団体） 一口 50,000円
◇賛助会員（個人会員以外の個人、医学生、団体など） 一口 1,000円

石
川
県
兼
六
園
・
こ
と
じ
灯
籠
（
上
）

昨
年
の
第
18
回
大
会
に
は
全
国
か
ら

３
３
５
人
が
参
加
し
た
（
右
）

全
国
・
常
任
世
話
人
で
、
長
年
反
核
運
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
福

岡
・
佐
々
木
秀
隆
先
生
が
今
年
１
月
７
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。75
歳
。

反
核
医
師
の
会
会
員
で
福
岡
の
角
銅
し
お
り
先
生
よ
り
、
佐
々
木

先
生
を
偲
び
、
追
悼
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

が
目
立
つ
様
に
な
り
苦
慮
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
人
類
が
生
き
残
る
為

に
世
界
中
の
膨
大
な
軍
事
費
を

核
兵
器
廃
絶
・
地
球
浄
化
に
向

け
る
時
が
来
る
迄
、
心
の
灯
を

絶
や
さ
ず
、
皆
で
連
帯
し
、
努

力
を
続
け
る
べ
き
だ
と
思
い
つ

め
て
い
る
。
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近
年
、
紛
争
解
決
の
ノ
ー

ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
確
立
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
に
直
接
携

わ
る
者
は
、
高
度
の
知
識
や

訓
練
、
技
術
、
経
験
を
要
し
、

命
が
け
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
誰
も
が
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち

に
は
一
人
一
人
が
、
日
常
生

活
の
中
で
、
自
分
の
身
の
丈

に
合
っ
た
彼
ら
の
活
動
の
支

え
方
が
あ
る
。
今
や
、
平
和

運
動
は
、
単
に
戦
争
に
反
対

し
や
め
ろ
と
要
求
す
る
だ
け

に
は
留
ま
っ
て
い
な
い
。
戦

争
の
原
因
が
ハ
ッ
キ
リ
し
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
ハ
ッ

キ
リ
し
、
紛
争
を
解
決
す
る

運
動
、
予
防
す
る
運
動
へ
と

質
が
転
換
し
て
き
た
の
だ
。

本
書
で
は
、
以
上
の
こ
と

を
裏
付
け
る
よ
う
な
直
接
的
、

間
接
的
な
世
界
中
の
具
体
的

成
功
例
が
何
百
と
集
め
ら
れ

て
い
る
。
本
書
は
個
々
の
運

動
を
紹
介
す
る
の
が
目
的
で

は
な
い
が
、
断
片
的
な
事
実

で
は
あ
る
が
個
々
の
事
例
か

ら
、
他
者
を
、
世
の
中
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

実
感
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
命
を
か
け

て
ま
で
も
「
平
和
」
や
「
正

義
」
を
求
め
た
り
、
身
内
を

殺
し
た
相
手
を
「
許
し
、
和

解
」
し
た
り
で
き
る
、
そ
の

原
動
力
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

原
著
者
は
、
そ
れ
を
道
徳
や

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に

見
出
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
は

宗
教
を
越
え
た
物
で
も
あ
る
。

日
本
で
は
道
徳
が
常
に
支
配

者
に
都
合
よ
く
解
釈
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
言
葉
は
ど

う
で
あ
れ
、
素
直
に
我
々
が

あ
る
べ
き
姿
、「
他
者
を
思
い

や
る
」
な
ど
の
源
泉
と
し
て

の
道
徳
、
美
徳
、
モ
ラ
ル
、

倫
理
な
ど
が
、
平
和
を
説
く

と
き
最
も
大
切
な
動
機
で
あ

ろ
う
。

ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
の
イ
メ
ー

ジ
は
本
来
的
な
も
の
と
異
な

る
も
の
が
メ
デ
ィ
ア
で
垂
れ

流
さ
れ
て
い
る
が
、
欧
米
の

主
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
活
動
の
源
を

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に

求
め
て
い
る
。

翻
訳
作
業
は
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
で

あ
っ
た
が
、
予
想
以
上
に
困

難
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
本
書

を
繰
り
返
し
読
み
、
一
言
一

言
の
意
味
を
吟
味
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と

に
よ
り
何
十
倍
も
の
感
動
を

与
え
ら
れ
た
。
著
者
の
言
わ

ん
と
す
る
こ

と
が
翻
訳
本

を
通
し
て
、

伝
わ
る
こ
と

を
切
に
願
っ

て
い
る
。
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